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の
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あ
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法
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と
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う
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一
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が
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九
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五
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五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
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的
な
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を
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れ

た
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と
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が
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り
ま
し
た
の
で
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勢
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仏
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が
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定
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れ
ま
し
た
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程
の
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で
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は
西
本
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を
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れ
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は
伊
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神
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を
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問
さ
れ
ま
し
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翌
日
の
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の
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面
に
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王
ご

夫
妻
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を
ご
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問

の
見
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し
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
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の
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に
案
内
さ
れ
た
ご
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が
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で
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・
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后
陛
下
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の
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と
丁
重
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た

ご
夫
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は
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に
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な
が
ら

こ
こ
で
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を
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な
さ
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の
で
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か
と
尋
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れ
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す
と

部
長
は

皇
室
の
繁
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と
国

家
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
で
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と
説
明

さ
れ
る
と

ご
夫
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は
さ
り
げ
な
く
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を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
殿
に
礼
拝

す
る
こ
と
も
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く
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さ
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故
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を
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で
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が
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も
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を
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は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
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と
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ろ
は
相
変
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ず
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て
い
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事
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る
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く
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に
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つ
も
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気
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来
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た
が
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二
七

日
に
行
わ
れ
た
日
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葬
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な
ど

国

会
で
一
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回
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い
て
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た
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治
家
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死
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で
も
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を
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そ
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で
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葬
だ
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と
い
う
コ
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ト
も
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に
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え
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て
い
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た
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く
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く
個
の
宗
教
と
と
ら
え

て
一
人
ひ
と
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の
意
思
で
真

宗
門
徒
の
名
告(

の)

り
を
実

践
す
る
の
が
帰
敬
式
で
す

 

今
回
は
一
九
名
の
受
式
が

あ
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ま
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希
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が
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の
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講
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を
行
い
ま
す

年
齢
や
性
別
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問
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ま
せ
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ご
協
力
い
た
だ
け
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方
は
ど
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た
で
も
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迎
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ま
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大
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修
正
会
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う
え

元
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六
時
か
ら
年
の
初
め
の

お
勤
め
が
あ
り

法
要
に
続
い
て
庫
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で
住
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が
年
賀
を
受
け
ま
す
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秋
の
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参
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の
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仏
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西
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入
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修
正
会

し

う
し
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え

元
旦
早
朝
六
時
か
ら
年
の
初
め
の

お
勤
め
が
あ
り

法
要
に
続
い
て
庫

裏
で
住
職
が
年
賀
を
受
け
ま
す
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台
風
と
秋
の
祠
堂
経
会 

今
年
の
秋
季
祠
堂
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会
は

台
風
に

御
弄
さ
れ
た
お
参
り
で
し
た

 

当
初

一
九
・
二
〇
・
二
一
日
の
三

日
間
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
一
七
日

の
天
気
予
報
で
は

一
九
日
の
お
始
ま

り
頃
か
ら
風
が
吹
き
始
め
二
〇
日
に
は 

寺
の
真
上
を
通
過
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
の
で

小
松
か
ら
お
越
し
頂
く
布
教

使
さ
ん
に
は
二
一
日
の
み
の
お
願
い
を

し

総
代
さ
ん
や
気
の
付
い
た
常
連
さ

ん
に
も
連
絡
を
し
た
つ
も
り
で
し
た

 

し
か
し

一
九
日
に
は
一
〇
人
も
の

お
参
り
が
あ
り

急
遽
私
の
自
語
り
で

急
場
を
し
の
ぎ

二
〇
日
に
も
数
人
お
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お
参
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岸
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光
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Ｈ
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西
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の

あ
ら
ゆ
る
方
向
を
平
等
に
照
護

し
救
済
し
て
く
だ
さ
る
仏
の
大

き
な
は
た
ら
き
を
表
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す

 

釋
友
啓

 

今
号
今
号
今
号

脳脳脳

   

今
回
も

十
字
ク
ロ
ス
に
挑
戦 

し
て
く
だ
さ
い

 

真
ん
中
の
□
に
文
字
を
入
れ
て 

く
だ
さ
い

 
 

 

答
え
は
次
号
で
す

 

 

  未 

愛    性 

能 

前回の答えで～す！ 

年でもいいのかな？ 

メノウ（淡紅）が紫 

色のものもある。 



 
 

 
 

 
 

http://tokugenzi1.sakura.ne.jp/ 
 
 

英
国
女
王
の
訃
報
に
接
し 

住
職 
大
橋
友
啓 

 

第 12 号 

発行 ＝ 真宗 

大谷派得源寺 

住職大橋友啓 

☎0767-68-2096 

  

五
〇
年
来
の
ボ

イ
ス
カ
ウ
ト
の

大
先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
接
し
て
あ
る
エ
ピ
ソ

ド
を
思
い
出
し
た

と
言

て

兵

丈
無
用

大
分
勇
著

法
蔵
館

刊

と
い
う
書
籍
の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

内
容
は

次
の
通
り
で
す
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そ
れ
は

一
九
七
五
年
五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
本
の
代
表
的
な
宗
教
施
設
を
訪
れ

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

神
道

伊
勢
神
宮

と
仏
教

西
本
願

寺

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

日
程
の
都

合
で

午
前
中
に
は
西
本
願
寺
を
訪
れ

午
後
は
伊
勢
神
宮
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

翌
日
の
新
聞
の
第
一
面
に

英
女
王
ご

夫
妻
伊
勢
を
ご
訪
問

の
見
出
し
で
報

道
さ
れ
ま
し
た

 

神
宮
の
秘
書
部
長
に
案
内
さ
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た
ご

夫
妻
が

内
玉
垣
南
門
の
敷
居
際
ま
で

進
ま
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た
と
き

こ
こ
か
ら
は

天
皇
・

皇
后
陛
下
だ
け
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で

と
丁
重
に
断
ら
れ
ま
し
た

ご
夫
妻
は

不
審
に
思
い
な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
る
の
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ

ま
す
と

部
長
は

皇
室
の
繁
栄
と
国

家
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
で
す

と
説
明

さ
れ
る
と

ご
夫
妻
は
さ
り
げ
な
く
あ

た
り
を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
殿
に
礼
拝

す
る
こ
と
も
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く
引
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返
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た
そ
う

で
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何
故
拝
礼
を
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ず
に
去
ら
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た
か

神
宮
側
で
も,

失
礼
な
と
後
で
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題
に
な

た
そ
う
で
す

 

本
願
寺
新
報

一
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七
五
年
七
月

一
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日
号
よ
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そ
れ
に
比
べ
て

西
本
願
寺
の
阿
弥

陀
堂
で
は

直
接
案
内
さ
れ
た
大
谷
光

勝
前
門
主
が

人
間
が
祈
願
す
る
の
で

は
な
く

阿
弥
陀
仏
が
先
手
を
か
け
て

十
方
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
必
ず

救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す

と
説

明
さ
れ
ま
す
と

深
々
と
礼
拝
さ
れ
て

ご
門
主
と
歓
談
し
て

西
本
願
寺
を
退

出
さ
れ
た
そ
う
で
す
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コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
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日
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じ

な
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便
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五
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子
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さ
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わ
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日
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葬
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な
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と
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し
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と
り
の
意
思
で
真

宗
門
徒
の
名
告(

の)

り
を
実

践
す
る
の
が
帰
敬
式
で
す

 

今
回
は
一
九
名
の
受
式
が
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
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〇
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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の
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と
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長
は
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の
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と
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の
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と
五
穀
豊
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で
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れ
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と

ご
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は
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が
ら
正
殿
に
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こ
と
も
な
く
引
き
返
さ
れ
た
そ
う

で
す

 

何
故
拝
礼
を
さ
れ
ず
に
去
ら
れ
た
か
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内
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光
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が
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仏
が
先
手
を
か
け
て

十
方
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
必
ず

救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す

と
説

明
さ
れ
ま
す
と

深
々
と
礼
拝
さ
れ
て

ご
門
主
と
歓
談
し
て

西
本
願
寺
を
退

出
さ
れ
た
そ
う
で
す

 

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
て

事
あ
る
毎
に 

届
く
お
便
り
に

い
つ
も
私
は
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

 

九
月
は

様
々
な

国
葬

が
報

道
さ
れ
て
来
ま
し
た
が

先
月
二
七

日
に
行
わ
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葬
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と
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が
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の
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あ
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国

の
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ス
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が
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時
の
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的
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仏
教

西
本
願

寺

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

日
程
の
都

合
で

午
前
中
に
は
西
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翌
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見
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さ
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の
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に
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さ
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さ
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と
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の
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れ
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と

ご
夫
妻
は
さ
り
げ
な
く
あ

た
り
を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
殿
に
礼
拝

す
る
こ
と
も
な
く
引
き
返
さ
れ
た
そ
う

で
す

 

何
故
拝
礼
を
さ
れ
ず
に
去
ら
れ
た
か

神
宮
側
で
も,

失
礼
な
と
後
で
話
題
に
な

た
そ
う
で
す

 

本
願
寺
新
報

一
九
七
五
年
七
月

一
〇
日
号
よ
り 

そ
れ
に
比
べ
て

西
本
願
寺
の
阿
弥

陀
堂
で
は

直
接
案
内
さ
れ
た
大
谷
光

勝
前
門
主
が

人
間
が
祈
願
す
る
の
で

は
な
く

阿
弥
陀
仏
が
先
手
を
か
け
て

十
方
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
必
ず

救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す

と
説

明
さ
れ
ま
す
と

深
々
と
礼
拝
さ
れ
て

ご
門
主
と
歓
談
し
て

西
本
願
寺
を
退

出
さ
れ
た
そ
う
で
す

 

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

コ
ピ

は

も
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少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し
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こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら
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道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
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で
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の
五
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に
自

坊
の
住
職
を
息
子
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に
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ら
れ
ま

し
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が
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め
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と
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は
相
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ず
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事
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る
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に
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来
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が
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日
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葬
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で
一
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を
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い
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も
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で
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と
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う
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も
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に
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と
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の
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で
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の
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が
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の
訃
報
に
接
し
て
あ
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国

の
エ
リ
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ス
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夫
妻
が
来
日
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た
時
の
話
で
す
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仏
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西
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を
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を
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翌
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ご

夫
妻
伊
勢
を
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の
見
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で
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さ
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の
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に
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さ
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さ
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と
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の
安
全
と
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れ
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と
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も
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し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
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章
が
書
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れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
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日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
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の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
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り
で
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の
五
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に
自

坊
の
住
職
を
息
子
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譲
ら
れ
ま
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た
が

筆
ま
め
な
と
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は
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ず
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事
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る
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に
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来
ま
し
た
が
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二
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日
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葬
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サ
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で
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を
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い
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政
治
家
は

死
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も
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を
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で
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だ
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と
い
う
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も
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に
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え
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く
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が
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参
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来
の
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ス
カ
ウ
ト
の
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先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
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て
あ
る
エ
ピ
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ド
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出
し
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と
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無
用
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分
勇
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法
蔵
館

刊

と
い
う
書
籍
の
一
部
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コ
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し
た

も
の
が
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れ
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容
は

次
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通
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そ
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は

一
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五
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五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
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ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
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の
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的
な
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り
ま
し
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の
で
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道
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神
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と
仏
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が
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定
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し
た

日
程
の
都
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で
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に
は
西
本
願
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を
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れ
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は
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神
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を
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問
さ
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翌
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第
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面
に

英
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王
ご
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勢
を
ご
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問

の
見
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し
で
報

道
さ
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の
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に
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内
さ
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ご
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が

内
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の
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進
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こ
こ
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・
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后
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下
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け
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入
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せ
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の
で

と
丁
重
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た

ご
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は

不
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に
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な
が
ら

こ
こ
で
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を

お
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な
さ
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の
で
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か
と
尋
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れ
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と

部
長
は
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の
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と
国
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の
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全
と
五
穀
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で
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れ
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と

ご
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は
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げ
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を
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な
が
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正
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に
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こ
と
も
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返
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去
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の
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で
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内
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光
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が

人
間
が
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す
る
の
で

は
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く
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弥
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仏
が
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手
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て

十
方
の
生
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と
し
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も
の
を
必
ず

救
う
と
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い
る
の
で
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と
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と
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コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
て

事
あ
る
毎
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届
く
お
便
り
に

い
つ
も
私
は
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
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は

様
々
な

国
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が
報

道
さ
れ
て
来
ま
し
た
が

先
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二
七

日
に
行
わ
れ
た
日
本
の

国
葬

は

モ
リ

カ
ケ

サ
ク
ラ…

な
ど

国

会
で
一
一
八
回
も
嘘
を
こ
い
て
き
た

政
治
家
は

死
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で
も
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を
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ク
そ
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で
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だ
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と
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う
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と
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続
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国
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日
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神
道
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宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
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持
ち
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ら
で
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で
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の
五
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に
自
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の
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を
息
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に
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来
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に
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〇
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
れ
ま
し
た

 

神
宮
の
秘
書
部
長
に
案
内
さ
れ
た
ご

夫
妻
が

内
玉
垣
南
門
の
敷
居
際
ま
で

進
ま
れ
た
と
き

こ
こ
か
ら
は

天
皇
・

皇
后
陛
下
だ
け
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で

と
丁
重
に
断
ら
れ
ま
し
た

ご
夫
妻
は

不
審
に
思
い
な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
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れ
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も
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続
い
て
い

ま
し
た
が

何
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り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
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が
書
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て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
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い
た
と
い
う
か
感
心
し
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こ
と
で
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日
頃
か
ら

神
道
は
宗
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じ

な

い

と
い
う
持
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の
持
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な
ら
で

は
の
お
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で
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の
五
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あ
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の
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が
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仏
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西
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翌
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さ
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の
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さ
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さ
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と
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れ
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と
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も
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続
い
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ま
し
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が

何
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も
英
国
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の

訃
報
か
ら

こ
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が
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い
た

書
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を
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出
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と
言
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こ
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に
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と
い
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と
で
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日
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ら
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は
宗
教
じ
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と
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の
持
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で

は
の
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で
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の
五
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に
自
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の
住
職
を
息
子
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ら
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が
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と
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が
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〇
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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れ
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が
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ン
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の
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あ
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的
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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と
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れ
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と
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続
い
て
い
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が

何
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も
英
国
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の
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か
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こ
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が
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書
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を
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出
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と
言
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じ
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と
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で
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の
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で
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の
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に
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の
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を
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ら
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と
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が
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五
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来
の
ボ

イ
ス
カ
ウ
ト
の

大
先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
接
し
て
あ
る
エ
ピ
ソ

ド
を
思
い
出
し
た

と
言

て

兵

丈
無
用

大
分
勇
著

法
蔵
館

刊

と
い
う
書
籍
の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

内
容
は

次
の
通
り
で
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そ
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は

一
九
七
五
年
五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
本
の
代
表
的
な
宗
教
施
設
を
訪
れ

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

神
道

伊
勢
神
宮

と
仏
教

西
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寺

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

日
程
の
都

合
で

午
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中
に
は
西
本
願
寺
を
訪
れ

午
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は
伊
勢
神
宮
を
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問
さ
れ
ま
し
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翌
日
の
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の
第
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面
に

英
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王
ご

夫
妻
伊
勢
を
ご
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問

の
見
出
し
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
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の
秘
書
部
長
に
案
内
さ
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た
ご
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が

内
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垣
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門
の
敷
居
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ま
で

進
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と
き

こ
こ
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は
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・

皇
后
陛
下
だ
け
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で

と
丁
重
に
断
ら
れ
ま
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た

ご
夫
妻
は

不
審
に
思
い
な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
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の
で
す
か
と
尋
ね
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れ

ま
す
と

部
長
は

皇
室
の
繁
栄
と
国

家
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
で
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と
説
明

さ
れ
る
と

ご
夫
妻
は
さ
り
げ
な
く
あ
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り
を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
殿
に
礼
拝

す
る
こ
と
も
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く
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返
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た
そ
う

で
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何
故
拝
礼
を
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ず
に
去
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か

神
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で
も,
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と
後
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堂
で
は

直
接
案
内
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た
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光
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主
が

人
間
が
祈
願
す
る
の
で

は
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く

阿
弥
陀
仏
が
先
手
を
か
け
て

十
方
の
生
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と
し
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も
の
を
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ず

救
う
と
誓
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る
の
で
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と
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コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
て

事
あ
る
毎
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届
く
お
便
り
に

い
つ
も
私
は
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

 

九
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は

様
々
な

国
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が
報

道
さ
れ
て
来
ま
し
た
が

先
月
二
七

日
に
行
わ
れ
た
日
本
の

国
葬

は

モ
リ

カ
ケ

サ
ク
ラ…

な
ど

国

会
で
一
一
八
回
も
嘘
を
こ
い
て
き
た

政
治
家
は

死
ん
で
も
嘘
を
コ
ク
そ

う
で

コ
ク
葬
だ
！

と
い
う
コ
メ

ン
ト
も
お
便
り
に
添
え
ら
れ
て
い
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し
た

 

最
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の
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ん
く
さ
い
宗
教
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に
少
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イ
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ラ
が
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で
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門
徒
と
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我
が
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は
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ら
だ
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そ
う
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と
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た
家
の
宗
教
で
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た

そ
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を
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し
く
個
の
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教
と
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え
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と
り
の
意
思
で
真

宗
門
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の
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り
を
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る
の
が
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で
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は
一
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の
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が
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ま
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た

今
後
も
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が
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ば
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の
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あ
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一
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の
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が
来
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時
の
話
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仏
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西
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を
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翌
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見
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さ
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の
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さ
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さ
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と
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の
安
全
と
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れ
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と
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も
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少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
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が
書
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て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
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い
た
と
い
う
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感
心
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と
で
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日
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ら
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は
宗
教
じ

な
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と
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の
持
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ら
で

は
の
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で
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の
五
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に
自

坊
の
住
職
を
息
子
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譲
ら
れ
ま
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た
が
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と
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は
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ず
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事
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が
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二
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日
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葬
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で
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を
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い
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政
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家
は

死
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も
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を
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で

コ
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だ
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と
い
う
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も
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に
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え
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い
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教
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あ
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の
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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と
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れ
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も
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続
い
て
い

ま
し
た
が

何
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り
も
英
国
女
王
の

訃
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か
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こ
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が
書
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て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
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感
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と
で
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日
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ら
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は
宗
教
じ
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と
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の
持
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ら
で

は
の
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で
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の
五
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に
自
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の
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を
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子
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ら
れ
ま
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た
が
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と
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は
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ず
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事
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に
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が
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二
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に
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葬
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・
二
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の
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を
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が
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日
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で
は

一
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日
の
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り
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が
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め
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〇
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に
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の
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を
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と
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で
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の
で
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ら
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頂
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使
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は
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日
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の
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代
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や
気
の
付
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た
常
連
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ん
に
も
連
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を
し
た
つ
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一
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に
は
一
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も
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お
参
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が
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遽
私
の
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で
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を
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参
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五
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来
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ボ

イ
ス
カ
ウ
ト
の
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先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
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て
あ
る
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ド
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出
し
た

と
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勇
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法
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館
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と
い
う
書
籍
の
一
部
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コ
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し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
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容
は

次
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そ
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は
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五
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五
月

英
国

の
エ
リ
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ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
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的
な
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ま
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の
で
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と
仏
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が
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定
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日
程
の
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で
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西
本
願
寺
を
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は
伊
勢
神
宮
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

翌
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ご

夫
妻
伊
勢
を
ご
訪
問

の
見
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で
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さ
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の
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に
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さ
れ
た
ご
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は
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后
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下
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入
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の
で

と
丁
重
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れ
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ご
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は
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に
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な
が
ら

こ
こ
で
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を
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な
さ
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の
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か
と
尋
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れ

ま
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と

部
長
は
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の
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と
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の
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全
と
五
穀
豊
穣
で
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れ
る
と

ご
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は
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げ
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を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
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に
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こ
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も
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去
ら
れ
た
か
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で
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う
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に
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本
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の
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堂
で
は

直
接
案
内
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た
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光
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が

人
間
が
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す
る
の
で

は
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く

阿
弥
陀
仏
が
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手
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て

十
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の
生
き
と
し
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の
を
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ず

救
う
と
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て
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る
の
で
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れ
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す
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と
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さ
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と
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コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で
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の
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と
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〇
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あ
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の
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が
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時
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仏
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西
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翌
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さ
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の
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さ
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さ
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と
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の
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れ
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と

ご
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を
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が
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に
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こ
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去
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で
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内
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光
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が

人
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る
の
で

は
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く
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弥
陀
仏
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て

十
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の
生
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と
し
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も
の
を
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救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
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と
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
れ
ま
し
た

 

神
宮
の
秘
書
部
長
に
案
内
さ
れ
た
ご

夫
妻
が

内
玉
垣
南
門
の
敷
居
際
ま
で

進
ま
れ
た
と
き

こ
こ
か
ら
は

天
皇
・

皇
后
陛
下
だ
け
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で

と
丁
重
に
断
ら
れ
ま
し
た

ご
夫
妻
は

不
審
に
思
い
な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
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続
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が
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と
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の
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の
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と
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が
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来
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の
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先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
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あ
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法
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と
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う
書
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の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
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は
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五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
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ス
女
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夫
妻
が
来
日
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れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
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の
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的
な
宗
教
施
設
を
訪
れ

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

神
道

伊
勢
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と
仏
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寺

が
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定
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し
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日
程
の
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で
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に
は
西
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寺
を
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れ
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は
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神
宮
を
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問
さ
れ
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翌
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の
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の
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面
に
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ご
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を
ご
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問

の
見
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し
で
報

道
さ
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の
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に
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内
さ
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ご
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が

内
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垣
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の
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ま
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進
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は
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・
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后
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下
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の
で

と
丁
重
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た

ご
夫
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は

不
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に
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な
が
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こ
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で
は
何
を

お
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な
さ
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の
で
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か
と
尋
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す
と

部
長
は

皇
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の
繁
栄
と
国

家
の
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全
と
五
穀
豊
穣
で
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と
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明
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れ
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と

ご
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は
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げ
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く
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を
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な
が
ら
正
殿
に
礼
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る
こ
と
も
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返
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故
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礼
を
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に
去
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神
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で
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堂
で
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内
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光
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が
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が
祈
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す
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の
で
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く

阿
弥
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仏
が
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手
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の
生
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と
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を
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の
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コ
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は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
て

事
あ
る
毎
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届
く
お
便
り
に
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つ
も
私
は
元
気

を
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だ
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は
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々
な
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が
報

道
さ
れ
て
来
ま
し
た
が

先
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二
七

日
に
行
わ
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た
日
本
の

国
葬

は

モ
リ

カ
ケ

サ
ク
ラ…

な
ど

国

会
で
一
一
八
回
も
嘘
を
こ
い
て
き
た

政
治
家
は

死
ん
で
も
嘘
を
コ
ク
そ

う
で

コ
ク
葬
だ
！

と
い
う
コ
メ

ン
ト
も
お
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り
に
添
え
ら
れ
て
い
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し
た

 

最
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の
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ん
く
さ
い
宗
教
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に
少
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イ
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イ
ラ
が
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で
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で
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は
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に
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事
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で
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来

門
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と
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の
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我
が
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は
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ら
だ

と
か

代
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そ
う
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と
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た
家
の
宗
教
で
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た

そ
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を
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し
く
個
の
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教
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人
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と
り
の
意
思
で
真
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門
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の
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が
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あ
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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さ
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と
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の
安
全
と
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れ
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と
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続
い
て
い

ま
し
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が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
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が
書
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て

い
た

書
籍

を
思
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出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
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感
心
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と
で
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日
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ら
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は
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じ

な
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と
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の
持
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ら
で

は
の
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で
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の
五
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に
自
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の
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を
息
子
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ら
れ
ま
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た
が
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と
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ず
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事
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は
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来
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が
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二
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日
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の

国
葬

は
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な
ど
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で
一
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も
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を
こ
い
て
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政
治
家
は

死
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で
も
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を
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ク
そ
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で

コ
ク
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だ
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と
い
う
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も
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に
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え
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も
の
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参
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あ
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が
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仏
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西
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翌
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さ
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さ
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れ
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続
い
て
い

ま
し
た
が

何
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も
英
国
女
王
の

訃
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か
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こ
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が
書
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て

い
た

書
籍

を
思
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出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
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感
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と
で
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日
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ら
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は
宗
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じ

な
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と
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持
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の
持
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で

は
の
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で
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の
五
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に
自
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の
住
職
を
息
子
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ら
れ
ま
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が
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と
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は
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変
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ず
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事
あ
る
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に
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は
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は
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〇
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を
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ら
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の
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あ
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書
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の
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が
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時
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仏
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西
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翌
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さ
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の
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さ
る
の
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ

ま
す
と
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れ
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と
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光
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が
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仏
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の
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コ
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は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
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と
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来
の
ボ
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ス
カ
ウ
ト
の

大
先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
接
し
て
あ
る
エ
ピ
ソ

ド
を
思
い
出
し
た

と
言

て

兵

丈
無
用

大
分
勇
著

法
蔵
館

刊

と
い
う
書
籍
の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

内
容
は

次
の
通
り
で
す
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そ
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は

一
九
七
五
年
五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
本
の
代
表
的
な
宗
教
施
設
を
訪
れ

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

神
道

伊
勢
神
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と
仏
教
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寺

が
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定
さ
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し
た

日
程
の
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で
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西
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翌
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の
見
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さ
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の
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に
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さ
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ご
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が
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の
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・
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后
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と
丁
重
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た

ご
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は

不
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に
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な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
る
の
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ

ま
す
と

部
長
は

皇
室
の
繁
栄
と
国

家
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
で
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と
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明
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れ
る
と

ご
夫
妻
は
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げ
な
く
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を
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わ
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が
ら
正
殿
に
礼
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こ
と
も
な
く
引
き
返
さ
れ
た
そ
う

で
す

 

何
故
拝
礼
を
さ
れ
ず
に
去
ら
れ
た
か

神
宮
側
で
も,

失
礼
な
と
後
で
話
題
に
な

た
そ
う
で
す

 

本
願
寺
新
報

一
九
七
五
年
七
月

一
〇
日
号
よ
り 

そ
れ
に
比
べ
て

西
本
願
寺
の
阿
弥

陀
堂
で
は

直
接
案
内
さ
れ
た
大
谷
光

勝
前
門
主
が
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仏
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も
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を
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コ
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は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
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事
あ
る
毎
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届
く
お
便
り
に
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つ
も
私
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元
気
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だ
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な
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が
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道
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来
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た
が
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二
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に
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日
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葬
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リ
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ケ

サ
ク
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な
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で
一
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回
も
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を
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い
て
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た

政
治
家
は
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で
も
嘘
を
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そ

う
で

コ
ク
葬
だ
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と
い
う
コ
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ト
も
お
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に
添
え
ら
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い
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た
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く
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で
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く
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と
り
の
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の
受
式
が
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講
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行
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方
は
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〇
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の
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あ
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書
籍
の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

内
容
は

次
の
通
り
で
す

 

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 

そ
れ
は

一
九
七
五
年
五
月

英
国

の
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が
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時
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仏
教

西
本
願

寺

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

日
程
の
都

合
で

午
前
中
に
は
西
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翌
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さ
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の
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さ
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で
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さ
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と
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の
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五
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で
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れ
る
と

ご
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が
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こ
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去
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そ
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に
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本
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の
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堂
で
は

直
接
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内
さ
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た
大
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光

勝
前
門
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が

人
間
が
祈
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る
の
で

は
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く
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弥
陀
仏
が
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手
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て

十
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の
生
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と
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も
の
を
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と
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日

後
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

た

よ
う
で
す

 

い
ず
れ
も

東
西
南
北
上
下
の

あ
ら
ゆ
る
方
向
を
平
等
に
照
護

し
救
済
し
て
く
だ
さ
る
仏
の
大

き
な
は
た
ら
き
を
表
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す

 

釋
友
啓

 

今
号
今
号
今
号

脳脳脳

   

今
回
も

十
字
ク
ロ
ス
に
挑
戦 

し
て
く
だ
さ
い

 

真
ん
中
の
□
に
文
字
を
入
れ
て 

く
だ
さ
い

 
 

 

答
え
は
次
号
で
す

 

 

  未 

愛    性 

能 

前回の答えで～す！ 

年でもいいのかな？ 

メノウ（淡紅）が紫 

色のものもある。 
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英
国
女
王
の
訃
報
に
接
し 

住
職 
大
橋
友
啓 

 

第 12 号 

発行 ＝ 真宗 

大谷派得源寺 

住職大橋友啓 

☎0767-68-2096 

  

五
〇
年
来
の
ボ

イ
ス
カ
ウ
ト
の

大
先
輩
か
ら

ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
の
訃
報
に
接
し
て
あ
る
エ
ピ
ソ

ド
を
思
い
出
し
た

と
言

て

兵

丈
無
用

大
分
勇
著

法
蔵
館

刊

と
い
う
書
籍
の
一
部
を
コ
ピ

し
た

も
の
が
送
ら
れ
て
き
た

内
容
は

次
の
通
り
で
す

 

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

そ
れ
は

一
九
七
五
年
五
月

英
国

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ

た
時
の
話
で
す

 

 

日
本
の
代
表
的
な
宗
教
施
設
を
訪
れ

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

神
道

伊
勢
神
宮

と
仏
教

西
本
願

寺

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

日
程
の
都

合
で

午
前
中
に
は
西
本
願
寺
を
訪
れ

午
後
は
伊
勢
神
宮
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

翌
日
の
新
聞
の
第
一
面
に

英
女
王
ご

夫
妻
伊
勢
を
ご
訪
問

の
見
出
し
で
報

道
さ
れ
ま
し
た

 

神
宮
の
秘
書
部
長
に
案
内
さ
れ
た
ご

夫
妻
が

内
玉
垣
南
門
の
敷
居
際
ま
で

進
ま
れ
た
と
き

こ
こ
か
ら
は

天
皇
・

皇
后
陛
下
だ
け
し
か
入
れ
ま
せ
ん
の
で

と
丁
重
に
断
ら
れ
ま
し
た

ご
夫
妻
は

不
審
に
思
い
な
が
ら

こ
こ
で
は
何
を

お
祈
り
な
さ
る
の
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ

ま
す
と

部
長
は

皇
室
の
繁
栄
と
国

家
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
で
す

と
説
明

さ
れ
る
と

ご
夫
妻
は
さ
り
げ
な
く
あ

た
り
を
見
ま
わ
し
な
が
ら
正
殿
に
礼
拝

す
る
こ
と
も
な
く
引
き
返
さ
れ
た
そ
う

で
す

 

何
故
拝
礼
を
さ
れ
ず
に
去
ら
れ
た
か

神
宮
側
で
も,

失
礼
な
と
後
で
話
題
に
な

た
そ
う
で
す

 

本
願
寺
新
報

一
九
七
五
年
七
月

一
〇
日
号
よ
り 

そ
れ
に
比
べ
て

西
本
願
寺
の
阿
弥

陀
堂
で
は

直
接
案
内
さ
れ
た
大
谷
光

勝
前
門
主
が

人
間
が
祈
願
す
る
の
で

は
な
く

阿
弥
陀
仏
が
先
手
を
か
け
て

十
方
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
必
ず

救
う
と
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す

と
説

明
さ
れ
ま
す
と

深
々
と
礼
拝
さ
れ
て

ご
門
主
と
歓
談
し
て

西
本
願
寺
を
退

出
さ
れ
た
そ
う
で
す

 

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

コ
ピ

は

も
う
少
し
続
い
て
い

ま
し
た
が

何
よ
り
も
英
国
女
王
の

訃
報
か
ら

こ
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
た

書
籍

を
思
い
出
し
た
と
言

う
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
か
感
心
し

た
こ
と
で
す

 

日
頃
か
ら

神
道
は
宗
教
じ

な

い

と
い
う
持
論
の
持
ち
主
な
ら
で

は
の
お
便
り
で

今
年
の
五
月
に
自

坊
の
住
職
を
息
子
さ
ん
に
譲
ら
れ
ま

し
た
が

筆
ま
め
な
と
こ
ろ
は
相
変

わ
ら
ず
冴
え
て
い
て

事
あ
る
毎
に 

届
く
お
便
り
に

い
つ
も
私
は
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

 

九
月
は

様
々
な

国
葬

が
報

道
さ
れ
て
来
ま
し
た
が

先
月
二
七

日
に
行
わ
れ
た
日
本
の

国
葬

は

モ
リ

カ
ケ

サ
ク
ラ…

な
ど

国

会
で
一
一
八
回
も
嘘
を
こ
い
て
き
た

政
治
家
は

死
ん
で
も
嘘
を
コ
ク
そ

う
で

コ
ク
葬
だ
！

と
い
う
コ
メ

ン
ト
も
お
便
り
に
添
え
ら
れ
て
い
ま 

し
た

 

最
近
の

う
さ
ん
く
さ
い
宗
教
話

に
少
し
イ
ラ
イ
ラ
が
募

て
お
ら
れ 

る
よ
う
で
す

 

  

 

             

寺 報 

帰 

敬 

式 

 

九
月
二
三
日

秋
分
の
日

に
得
源
寺
本
堂
で

帰
敬
式

を
行
い
ま
し
た

帰
敬
式
は

真
宗
門
徒
に
と

て
大
事
な

儀
式
で
す

 

従
来

門
徒
と
い
う
の
は 

我
が
家
は
昔
か
ら
だ

と
か

代
々
そ
う
だ

た

と
い

た
家
の
宗
教
で
し
た

そ
れ
を

新
し
く
個
の
宗
教
と
と
ら
え

て
一
人
ひ
と
り
の
意
思
で
真

宗
門
徒
の
名
告(

の)

り
を
実

践
す
る
の
が
帰
敬
式
で
す

 

今
回
は
一
九
名
の
受
式
が

あ
り
ま
し
た

今
後
も

希
望

が
あ
れ
ば

拙
寺
の
報
恩
講
な

ど
で
執
行
し
て
い
き
た
い
と

思

て
い
ま
す

 

住
職

 

.   
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(

二
〇
二
二
年
一
〇
月

二
三
年
一
月

 

🍂 

報
恩
講
引
上
会

ほ
う
お
ん
こ
う
い
ん
じ

う
え 

   

       

と 

き 

一
〇
月
二
五(

火) 

 
 

 
 

 
 

 

か
ら
二
六
日(

水) 

 

両
日
と
も
午
後
二
時
お
始
ま
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

🍂 

お
磨
き
の
つ
ど
い 

報
恩
講
に
当
た

て

恒
例
の
仏

具
磨
き
を
行
い
ま
す

年
齢
や
性
別

は
問
い
ま
せ
ん

ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す

 

と 

き 

一
〇
月
一
五
日
㈯ 

 
 

 
 

 

午
後
二
時
か
ら 

 

と
こ
ろ 

得
源
寺
本
堂 

🍂 

除
夜
の
鐘 

と 

き 

一
二
月
三
一
日
大
晦
日

午
後
一
一
時
頃
か
ら
突

き
始
め
ま
す

 

🍂 

修
正
会

し

う
し

う
え

元
旦
早
朝
六
時
か
ら
年
の
初
め
の

お
勤
め
が
あ
り

法
要
に
続
い
て
庫

裏
で
住
職
が
年
賀
を
受
け
ま
す

 

 

🍂 

台
風
と
秋
の
祠
堂
経
会 

今
年
の
秋
季
祠
堂
経
会
は

台
風
に

御
弄
さ
れ
た
お
参
り
で
し
た

 

当
初

一
九
・
二
〇
・
二
一
日
の
三

日
間
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
一
七
日

の
天
気
予
報
で
は

一
九
日
の
お
始
ま

り
頃
か
ら
風
が
吹
き
始
め
二
〇
日
に
は 

寺
の
真
上
を
通
過
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
の
で

小
松
か
ら
お
越
し
頂
く
布
教

使
さ
ん
に
は
二
一
日
の
み
の
お
願
い
を

し

総
代
さ
ん
や
気
の
付
い
た
常
連
さ

ん
に
も
連
絡
を
し
た
つ
も
り
で
し
た

 

し
か
し

一
九
日
に
は
一
〇
人
も
の

お
参
り
が
あ
り

急
遽
私
の
自
語
り
で

急
場
を
し
の
ぎ

二
〇
日
に
も
数
人
お

越
し
い
た
だ
い
た
の
で
す
が

二
一
日

の
お
参
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

 

そ
し
て

二
一
日
の
満
座
に
は
三
〇

人
も
の
お
参
り
が
あ
り
用
意
し
て
い
た

お
は
ぎ
が
足
り
ず

て
ん
や
わ
ん
や
で

し
た
が

久
し
ぶ
り
に
正
信
偈
を
唱
和

す
る
大
き
な
声
が
本
堂
に
響
き
流
れ
る

彼
岸
の
祠
堂
経
会

と
な
り
ま
し
た

 

 
週 

 
知知知

‼‼‼   

仏
旗

ぶ

き

に
つ
い
て 

 

法
要
の
と
き
な
ど
に
掲
げ
ら

れ
る
仏
旗
は

お
釈
迦
様
が
二
月

一
五
日
の
入
涅
槃
時
に
放
た
れ

た

青

黄

赤

白

メ
ノ
ウ

ハ
リ
の
光
に
よ
る
も
の
で

ハ
リ

は
無
色
透
明
で
あ
る
た
め
に

白

で
は
表
現
で
き
ず

五
種
混
色
で

表
し
て
い
ま
す

 

そ
の
由
来
は

米
国
の
ヘ
ン
リ

・
オ
ル
コ

ト
が
ス
リ
ラ
ン
カ

島
に
渡
り

仏
教
徒
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
創
案

日
本
で
は

一
八

八
九
年
の
Ｈ
・
オ
ル
コ

ト
来
日

後
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

た

よ
う
で
す

 

い
ず
れ
も

東
西
南
北
上
下
の

あ
ら
ゆ
る
方
向
を
平
等
に
照
護

し
救
済
し
て
く
だ
さ
る
仏
の
大

き
な
は
た
ら
き
を
表
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す

 

釋
友
啓

 

今
号
今
号
今
号

脳脳脳

   

今
回
も

十
字
ク
ロ
ス
に
挑
戦 

し
て
く
だ
さ
い

 

真
ん
中
の
□
に
文
字
を
入
れ
て 

く
だ
さ
い

 
 

 

答
え
は
次
号
で
す

 

 

  未 

愛    性 

能 

前回の答えで～す！ 

年でもいいのかな？ 

メノウ（淡紅）が紫 

色のものもある。 


